
さよならのまたたき【登録タグ: さ もそもそP 初音ミク 巡音ルカ 曲 殿堂入り 重音テト 鏡音リン 】 

作詞：もそもそP 
作曲：もそもそP 
編曲：もそもそP 
唄：重音テト 
コーラス：巡音ルカ・初音ミク・鏡音リン 

曲紹介

テト＆ボカロマスターもそもそPのUTAU&VOCALOIDオリジナル曲第2弾。

　前作『星が弧を描くように』に続いて、叙情的な歌詞とメロディが心に染みるバラード。 

「歌姫テト」の誕生日に投稿された本作は、歌詞にUTAU KASANE TETOの言葉が隠されており、

　1周年を迎えたテトのキャラクターソングとも言えるだろう。 

歌詞

確かなものは何一つないのさと言って 
少し細めた目には潤む世界が見えた 

四月の写真の二人が憎らしいのは 
ただ無邪気な子供がするように望むから 

UTAU 言葉は決まって 
君を想えば溢れて 
案外 単純な仕組み 

あしたが晴れるかどうかを待つより 
雨でも行くと言ってよ お願い 

動き出す機体に揺られて さよならした 
星が瞬いてた 

答えの色は透明ね 浮かんでは消える 
君は微笑みながら全ての意味を変える 

嘘つき？ 
別に強がりじゃないんだからね 
なぜかツンと拗ねてみたかったの 
…ごめんね 

大事に集め TETO 手に 
ゆっくり KASANE ココロに 
同じに合わせたい気持ち 

0時の時報が流れを止めたら 
夢から醒めて 続きもお終い 

約束は破れた未来を包んだまま 
今を失くしたまま 

あんまりしょげた顔がおかしいから 
涙が零れただけよ おｋ 

思い出す時間を背中にさよならした 
君をまだ感じた 

ねえ こんなにも大好き 
でも きっと忘れるわ 
サヨナラ 

コメント

大好きです。 -- Lotus (2012-03-19 16:10:13)
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